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平成２８年　新年のご挨拶

理事長　中
なか

　村
むら

　節
せつ

　史
し

　

社会福祉法人北摂杉の子会  　　

〇早いもので私が機関紙の新年号に年頭のご挨
拶を載せはじめましてから9回目になります。その
間私は一貫して、その年の世界や日本の政治的、
経済的、社会的な状況について言及してきました。
その理由は、社会福祉、特に障害児・者支援の
現場に携わっている人たちには、自分の仕事を取
り巻く社会的環境に無関心な人が多いということで
した。

〇そのために私たちが北摂杉の子会を立ち上げた
当時には「高収益をあげているところは利用者サー
ビスが悪く、利用者支援の素晴らしいところは経営
ががたがた」という二極分化が目立っていました。
そのため、私たちは「利用者支援の充実」と「収
益の安定」の両立という2正面作戦を展開しようと
いうことで活動をスタートしました。
　事業が進展する中で、「利用者支援の充実」

「収益の安定」という2正面作戦だけでは不十分で
「利用者支援の充実」「収益の安定」「職員の待
遇と育成」「法令の遵守（法人の社会的責任）」
の4正面作戦の展開が必須ということになりました。

　この4正面作戦を実行する上では、私たちの仕
事を取りまく社会的環境の変化が今まで以上に重
要な要素になり、いわゆる外を見る目を鋭くするこ
とが強く要請されてきました。従って毎年の挨拶の
中で「新しい価値観の胎動の年」「だらだらした年」

「油断のならない年」「頑張る年」などとその年そ

の年の性格付けを行ってきたのも、世界や日本の
政治経済、社会の状況が陰に陽に私たちの仕事
に影響してくるという認識を共有したかったからに他
なりません。

〇そういう観点で2016年を見てみると、私はこの9
年間で最も展望のしずらい、不透明な1年のような
気がしています。海外を見渡せば、思想的には新
自由主義、経済的にはマネー資本主義が持て囃さ
れ、結果として弱肉強食の動きが世界に影を落と
しており、自分たちの価値観の押しつけが社会を
不安定にしています。
　民族の対立、宗教の対立は人間の業のようなも
ので、半永久的に解決しないかもしれませんが、
その底流にある経済、社会的な差別、格差、貧
困が問題の本質だと思います。このままではテロが
収まる展望はありえないので、今年中には何らかの
反省の動きが出てきそうですが、世界的なセーフ
ティネットの構築には時間がかかると思われます。

〇2016年の日本の状況は一口に言えばあまり明る
くないと思われます。
　アベノミクスは皆さんの懸念してきた通りうまく機
能していません。それは数字が示している通りで
す。新しい3本の矢も目くらましのようなスローガン
で実効性が見えません。特に「一億総活躍社会」
は格差のない元気な社会の実現と謳っていますが、
どうも逆のように見え、日本においてもだんだん格
差社会が進展しそうな様相です。しかし、日本の
底力は想像以上にあると思いますので、アベノミク

新年のご挨拶を申し上げます。



第 64 号　地域に生きる　3

スに関係なく、そこそこの状態が続くと思われます。
しかし、これらの状況は福祉関係には決してプラス
にならないので、今年もやはり「踏ん張る1年」とい
うことにならざるをえません。

〇一方社会福祉関係特に障害福祉関係について
は、2016年は珍しく新たな潮流が見えてくる年にな
りそうです。
　一つは従来から検討されている社会福祉法人
の今後の姿や在り方の方向性がはっきりしてくるこ
と。もう一つは障害者総合支援法の見直しのポイン
トと重点施策がはっきりしてくること。だと思います。
これらの施策の方向は、我々杉の子会が目指して
きた方向に近づきつつあるような気がしています。

〇さて、北摂杉の子会の2016年度は第3次中期
計画の仕上げの年に当たり又次の中期計画の準
備をする年に当たります。
　2015年度の活動においては、幾つかの取りこぼ
しはありますが、ここ数年に亘って取り組んできた
課題にかなりの進展がありました。
　「ジョブサイトひむろの移転」「利用者に高賃金
を支払える仕事の創出（チョコレート、ポップコーン）」
「重度高齢化対応と医療連携」などですが、これ
らの仕事をしっかりした姿にし、将来につなげられ
る形にするのが2016年度に課せられた仕事になる
と思います。
　それに加えて障害福祉の新しい潮流を見据えた
取り組みの準備を進める必要があります。

①法人の新しい組織と体制の整備
②行政や地域協議会、同業などとの協働体制

の構築（地域生活の充実）
③利用者支援における更なる専門性の向上
④利用者の重度・高齢化の新しい課題（介護
保険、成年後見制度など）の検討等

　などです。

〇幸いなことに当法人においては、職員がみな明
るく生き生きとしており、幹部職員も確実に成長して
きています。上記の課題にしっかり取り組める体制
ができつつあると自負しています。「新しい酒は新
しい革袋に盛れ」（マタイ伝）を実践していこうと
思っています。

（年頭雑感）毎年新年のご挨拶を申し上げる時に
考えることがあります。
　それは、障害福祉の仕事は平和でないと成り立
たないし、平和を維持していく役割を持った仕事で
あると。平和には社会的なセーフティネットの存在
が不可欠で、その一角を福祉の仕事が担ってい
る。我々の仕事は個々には小さな影響力しかない
かもしれないが、「貧者の一灯」の例えもある通り、
その真心の積み重ねが結局「多様性」「共生」

「合理的配慮」の社会を作っていくことになる。
　それを信じて一歩一歩進むことにしょうと。
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　「さー食べるぞ ヤング」のTVCMでお馴染みの

キングコングです、皆さんこんにちわ。お馴染み

でない方も多いと思いますのでお店の紹介をさせ

て頂きます。キングコングは沖縄県の中部に位置

し、県内2番目の都市である沖縄市にお店を構え

て20年になります。もともとは、県内で飲食店を

13店舗運営する株式会社ナガイ産業が経営して

いましたが、経営難に陥った事を切っ掛けに規模

縮小をすると共に、お客様も従業員も大切にでき

る飲食企業へ体質を変えていきたいという代表の

強い思いから障がい者雇用も始めるに至りました。

障がい者だけではなく、様々な立場の人が共に働

く中で生まれる相互理解を積み上げる事ができれ

ば豊な企業文化が築けるのではないかという考え

から、キングコング1店舗を別会社として切り離し

株式会社NSP（ナガイ・ソーシャル・プロジェクト）

という会社が生まれました。現在、就労継続支援

A型事業で4名（週25時間）、一般パートで3名

（25時間～29時間）、フルタイムで2名（40時間）

の障がい者（以下BIメンバーと記します。B不器

用だけど、I一所懸命の略）と共に働いております。

　キングコングは焼肉食べ放題のお店で、ファミ

リーを主な対象としておりますが、大きな座敷席も

ある為に学生の部活やサークルでの利用が多いの

も特徴です。120席の店内は、所せましと肉やサ

イドメニューが並んでおり約70種類の食材を常時

準備しております。ランチの利用客は繁忙期にな

ると月に3000人にもなり、ホールもキッチンも常

時作業に追われるという状況です。ただ忙しさの

波にのまれ疲弊する事を防止する為にもキングコ

ングでは業務時間内での勉強会を週に2時間確保

しています。そこでは事業計画、収支実績の公表

だけでなく、価値観教育も行われています。これ

は何かと言いますと、働くとは、何をする事が仕事

なのかという事について皆で考えたりします。そう

いった価値観や経営戦略を学ぶ事で従来の福祉で

行われているような、支援する側、される側という

構図から脱却し、障がいがあろうとなかろうと、お

株式会社ＮＳＰ キングコング 専務取締役 　

作業療法士　仲
なか

地
ち

宗
むね ゆき

幸さんより
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客様に喜んでいただくために一生懸命働くという事

の共有を目指しています。また自信や自己効力感

の向上を目的とした実演スペースの活用等、BIメ

ンバー1人ひとりの力を最大限に発揮し企業戦力に

していく環境を作り、利益をあげていくための工夫

をいつも考えています。

　また就労継続支援B型では全国で唯一、漁業に

よる事業を行っております。漁船「こんぐ丸」で、は

え縄漁や釣りによる生産活動を行っているわけです

が、その漁獲だけで工賃の確保や、43フィートの

漁船を維持管理するのは大変なので、遊漁船とし

て釣り客を乗せて共に出航する事も多くなりました。

自然の時間の流れに揺られながら漁船という非常に

限られた場で作業を共にする事は絆と呼ぶにふさわ

しい関係性が構築されます。そういった関係性の中

で自分の役割を自覚し、「自分として存在してもい

いんだ」という自己肯定感が育まれ、陸に上がり一

般就労へと気持ちが向く者も多くいます。今後は漁

協と協力しながら地元の雇用創出や観光資源の開

発等も行っていきたいと思っております。

　飲食業の知識や技術があるという強みを最大限

に発揮し、今年からは飲食業に特化した就労移行

支援事業も開設する予定です。我々だからできる

事、我々じゃないとできない事を事業化していきた

いと考えております。より良い社会のために。

こんぐ丸
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株式会社クリエは北摂地域を中心に清掃を主と
したビルメンテナンス業を行っており、「人と建物を
きれいに」という理念を持って活動しております。こ
の理念には、私たちが心を込めて建物をきれいに
することで、そこに携わる人達に喜んでいただき心
までもきれいにしたい、という思いを込めております。

北摂杉の子会さんとのご縁は、ジョブジョイントお
おさかさんから実習受入のオファーをいただいたこ
とがきっかけです。弊社は地域の方々に支えられ
今日までやってこられた企業ですから、地域に必要
とされていることは機会があればいつでも協力させ
ていただくつもりでおりました。社員全員が発達障
害について何も知識がない中での受入となりました
が、事前に丁寧にオリエンテーションを行ってくだ
さったことで、安心して初めての受入ができたこと
を覚えています。

現在も継続的に受入をさせていただいておりま
す。ご本人には顧客データの入力、名刺入力等
のパソコン作業を中心に従事いただいており、現
場仕事の多い私たちにとって、本当にありがたい
存在です。

弊社は犬が社内でくつろいでいたりと、比較的
「ゆるい」雰囲気の社内ですので、働いた経験が
少ない方でもリラックスしながら仕事ができ、また職
場に馴染める環境であると思います。ジョブジョイン
トおおさかのご担当者さんにもそれをご理解いただ

いているのか「初めて実習される方」のご紹介が
多いように思います。

私は、実習受入によって「ご本人は地域で活躍
できる人財である」と強く認識し、その事実を地域
に広めていきたいと思うようになりました。私自身が
高槻商工会議所や高槻青年会議所に所属してい
ることもあり地域企業との繋がりが多いため、実習
受入のお願いをしたり、また、障害者雇用が上手
く進んでいない企業があれば、ジョブジョイントおお
さかさんをご紹介させていただくようにしました。結
果、高槻市内の医療機関で2名の雇用をコーディ
ネートさせていただくことができました。

ご本人がイキイキと汗を流して働いている姿と、
また親御さんも「あの子がこんなに働ける子だった
なんて。一生ここで働いて欲しい」とおっしゃってい
る姿を見て「働くこと」は人が生きていく上でいか
に大切なことであるのか認識しました。

今後も「ご本人が地域でしあわせに働く」その
きっかけづくりの一翼を担うことができればと考えて
おります。関わってくださっているみなさま、これか
らもどうぞよろしくお願い申し上げます。

代表取締役　森
もり

　　 雅
まさ

　也
や

 さんより　

株式会社クリエ

地域における包括的支援体制の構築をめざして
～地域連携を考えて～
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この度、北 摂 杉の子 会さんとは、2015 年
10月21日阪急高槻市駅近くにオープンした、チョ
コレートと焼き菓子のお店「LaLa-chocolat/
TAKATSUKI」のネーミング案からロゴマーク、パ
ンフレットなどの販促ツールを制作協力するという形
で関わりました。

この協力の切掛けは、NPO法人サービスグラン
トに、北摂杉の子会さんからプロボノ支援の依頼
があったことから始まります。

プロボノとは「社会的・公共的な目的のために、
職業上のスキルや専門的知識を生かしたボランティ
ア活動」のことです。このプロボノを行うために集
まった私達5名が、北摂杉の子会支援プロジェクト
チームとして組まれることになりました。チームメン
バーは「職業上のスキルや専門的知識を生かす」
ことが前提となっていますので、販促物を適切な方
向に導くマーケッター、ターゲットに響く効果的な文
章を作成するコピーライター、それらの情報を魅力
的な形で表現するデザイ
ナー、そして総責任者とな
るアカウントディレクターと、
それぞれ専門的な役割で
構成されています。

実はこの支援プロジェクトのために集まったメン
バーは、全員初めて顔を合わせるメンバーで編成
されています。ですので、メンバー同士の距離感
が分からない。またそれぞれ定職を持っているた
め、仕事などの兼ね合いで活動時間が合わないな
ど、支援活動とは違うところでの苦労もありました。

しかし、プロボノに志願して集まっていますので、
メンバーのモチベーションは常に高く、何がお役に
立てるのか、また自分自身もこの活動を通して成長
したい、という気持ちがチームを前進させる推進力
となり最後までやりきることができました。もしかした
ら、モチベーションが高すぎて、理想を追求した質
問や提案をしてしまい、ご迷惑をおかけしたかもし
れませんが…（笑）

障がい者福祉施設の方 と々の関わりは、初めて
というメンバーが大半で、活動を通して色 と々お話
を伺い、ごく一端であるかとは思いますが、障がい
のある方への思いや福祉の方針、工賃の問題な
ど学ぶと同時に、貴重な体験となりました。

支援プロジェクトチームは、ご協 力 完 了と
共 に 解 散 となります が、「LaLa-chocolat/
TAKATSUKI」を周囲の人に広めたり、また顧客
としてなど、引き続き違う形で見守っていきます。

今後とも宜し
くお願いいたし
ます。

アカウントディレクター　米
よね

　倉
くら

　史
ふみ

　人
と

 さんより　

NPO 法人サービスグラント 北摂杉の子会支援プロボノチーム

写真上段 中央と右
ジョブサイトひむろ 森田耕平、ぷれいすBe下裕幸

写真左から、
北摂杉の子会支援プロボノチーム
百瀬洋介、清水信宏、奥野美里、深田真美、（上段左）米倉史人

オープニングセレモニー
（濱田高槻市長のご挨拶とテープカット）
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■ はじめに…
児童発達支援部　サポートセンターPASSOで

は、「放課後等デイサービス」の福祉制度を活用
して、小学校4年生以上高校3年生までの自閉症・
高機能自閉症・アスペルガー症候群の発達障がい

児の専門療育を実施しております。思春期を迎え、
学習や同世代の人間関係や親子関係の悩みなど
を抱え、ライフスキルの獲得や自己理解、感情のコ
ントロールや社会性の向上を目標に42名の利用者
さんが通所されております。

■ サポートセンターＰＡＳＳＯについて

平成26年度  業務貢献表彰 優秀賞（法人内表彰制度）

児童発達支援管理責任者（臨床発達心理士）　大
おお

　澤
さわ

　佳
か

世
よ

子
こ

　

児童発達支援部　サポートセンターPASSO

「PASSOくらぶ」の活動を通して十三地区の地域資源の開拓と
大阪発達障害総合支援センターの啓発活動へ

◉住　　所：大阪市淀川区十三東１－１－１６　電話：０６－４８６２－５４５４
◉営業時間：１０時３０分～１７時５０分
◉対 象 者

❖大阪府下に在住の方（大阪市、堺市在住の方含む）
❖小学校４～６年生／中学生・高校生
❖医療機関で「自閉症・広汎性発達障がい・アスペルガー症候群
　（＝自閉症スペクトラム症）ＡＤＨＤ，ＬＤ」などの診断を受けた児童。
❖１年目はご家族が保護者研修に必ず参加できる方。

◉各コース
❖「学齢児コース」（小学４～６年生）　　　　　　　　　　
❖「中高生コース」※２つのコースは月・火・水・木のいずれか月に２回、１回７０分程度。
❖「フォローアップコース」→月1回程度「PASSOくらぶ」「PASSO相談」「就労準備プログラム」

◉概　　要　

 

 

事 前 の 情 報 収 集
①自閉症等の特性理解と
　周囲の本人理解

②個別の評価と目標設定

③思春期の課題と対応

④自己理解支援と自己選択

⑤就労準備訓練

初回面談・発達検査

発 達 検 査 報 告 面 談

個別の支援計画の作成

単 独 個 別 療 育

少人数療育（2～３人グループ）

個別の支援計画の評価（前期・後期）

学齢児・中高生コースの療育の流れ 療 育 方 針
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◉学齢児コース・中高生コースの療育の様子（最長3年間の専門個別療育）

■ サポートセンターPASSO終了後のフォローアップの必要性･･･ 
①最長3年間で療育終了します。しかしながら、自ら相談できるスキルや同じ発達障がいのある仲間とグルー

プ活動ができるようになった中高生の支援に終わりはなく、中学から高校へとステージが変わる時などに支
援の必要性を感じていました。

②自己理解や障がい受容のできた中高生が、お互いを尊重しながら趣味や自分たちの世界を共有する場が
今までなく、十三近辺で地域資源の開拓が必要でした。

③発達障がいという一見分かりにくい障がいについて、地域の方に誤解なく知っていただき、地域で広く受
け入れてもらうための取り組みを探る必要もありました。

④サポートセンターPASSOの専門療育のできるスタッフの育成には、コストと時間が必要です。そこで、療
育のできる人材育成のできる場を提供し、大学生などのボランティアの参加を得ました。

■ 解決方法と成果　 
１．自己理解が進み、障がい受容のできた中高生で同じ趣味を持つメンバーを集め、自分たちで計画から

活動まで進め、自主性・自律性を重んじました。
２．活動場所は、サポートセンターPASSO内もしくはその周辺とし、地域資源の活用として主に淀川河川敷

公園やコンビニ、スーパー、十三駅前通り商店街のカラオケ、ファーストフード店、大阪市立淀川屋内プー
ルとしました。

３．3つのくらぶに中高生が2～4名所属し、それぞれ1名のスタッフと1～2名のボランティアで活動を行い、
全員ボランティア保険に入り安心して活動できるようにしました。

フォローアップ
コースへ

リラックスの練習やパワーコントロール・
感情のコントロールをしながら生活する
技を知ります。

第3者に相談するというスキルを身につけ、人間関係
が複雑化する学校生活や多様化した進路選択について
自己理解を深めながら、自己選択・自己実現できるよう
支援する

女子マナー講座・かっこいい中高生の身だしなみなど
ライフスキルについてもグループで学びあいます。
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★生き物くらぶ
淀川河川敷で、生き物採集と釣りをする。雨天時は淀川屋

内プールで水泳をし、公共の施設利用の練習をしました。
生き物採集では、カニや手長エビが、釣りではハゼやボラ

が釣れました。地元の方にも助言や指導を頂き、淀川は春夏
秋と季節問わず安全に釣りを楽しめる場所である事が分かりま
した。初めて釣りをする高校生のために優しく教えてくださる
地元の釣り愛好家の方が数名おられ、スタッフにとっても心強
い存在となり発達障がいの理解も得られました。

★科学発見くらぶ
淀川河川敷公園で自分たちのアイディアや計画した実験を実行したり、ファーストフード店の利用を

しました。
「ペットボトルロケット」「紙飛行機を工夫して飛ばそう」などを実施。広い公園なので、ランニング

や散歩をしている方に迷惑になることなく安全に楽しめ、地域の住民の方が「ペットボトルロケット」が
飛んだ成功を一緒に喜んでくれるなど交流もありました。

★料理くらぶ
PASSO内でそれぞれの自立に向け料理をして会食をしたり、

お楽しみとしてカラオケに行き娯楽施設の利用を練習しました。
「大阪発達障害総合支援センターを発展させる会オアシス」の方に
調理器具をお借りしたり、またPASSO開所時に調理器具をご寄
附いただいたの
で、料理のバリ
エーションを増や
すことができ、本
格的な調理を楽
しむことができま
した。
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■ 今後に向けて…　大阪発達障害総合支援
センターの啓発活動へ

１．平成27年度も淀川屋内プールや商店街での活
動などでは、サポートセンターＰＡＳＳＯのパンフ
レットを持っていきあいさつ回りをし、発達障が
いのある中高生が安心して活動することのでき
る地域資源の開拓を進めることができいます。
今後も積極的に活動していきたいです。

２．今後も、サポートセンターＰＡＳＳＯの療育終了後
の「ＰＡＳＳＯくらぶ」の利用ニーズは増えていく
見込みなので、発達障がいのある子どもさんの
療育を学びたい大学に向けて、ボランティアを
募集していき、スタッフ確保と人財育成の場所と
していき、中高生の余暇の開拓や安心して仲
間作りのできる場所の提供をしていきたいと思い
ます。

３．「淀川区発達障がい児等子育て支援事業」や
「淀川区自立支援協議会子ども支援部会」など
での事業の中でもサポートセンターＰＡＳＳＯの療
育や「ＰＡＳＳＯくらぶ」について広報しており、
多くのニーズや関心を頂いています。今後も中
高生専門療育と余暇活動や社会性の開拓の場
として、「放課後等デイサービス」の福祉サービ
スを活用でき、かつ専門性の高さをアピールでき
る「サポートセンターＰＡＳＳＯ」でありたいと思い
ます。

４．当法人の「大阪発達障害総合支援センター」
は、発達障がいのある方が幼児期→学齢期→
青年期→成人期と途切れることのない支援を受
けることのできるセンターを目指しています。

　　 「サポートセンターＰＡＳＳＯ」は、思春期という
人生の中で最も環境の変化が激しく親子ともに
荒れる時期の療育をになっています。小学校3
年生までの専門療育をしている事業所の幼児
期からの療育を引継ぎ、ライフスキルやコミュニ
ケーションを高め、関係機関との連携により支援
の幅を広げ、やがて成人期へとつなぐ場所であ
ります。平成27年度は、「大阪発達障害総合
支援センター」内の就労移行支援事業所である

「ジョブジョイントおおさか」とのコラボレーションで、
「中高生の就労準備プログラム」も本格的にス
タートしました。「ＰＡＳＳＯくらぶ」のメンバーはほ
ぼ全員参加しており、働くことや訓練することの
意義を体験から学んでおります。

　　今後も、「サポートセンターＰＡＳＳＯ」の療育や
「ＰＡＳＳＯくらぶ」の活動を続けることで、大阪
発達障害総合支援センターの理念や取り組み
を淀川区、大阪
市、大阪府へと
広く発信し、当
法 人の事 業を
知っていただくこ
とを目指していき
たいです。

大阪発達障害総合支援センター

幼児期 学齢前期 学齢後期 青年期 成 人 期

研修相談支援室
（講師派遣・研修受け入れ
コンサルテーション等）

・
サポートセンター
PASSO（小4以上中高
生支援・相談）淀川区

大阪府発達障がい者支援
センター アクトおおさか

（淀川区）

ジョブサイトよど（生活介護・
就労継続支援B型）
（淀川区）

ジョブジョイントおおさか/
ジョブジョイントたかつきブ
ランチ（就労移行支援・自
立訓練）（淀川区）

児童デイサービスセンター
an（淀川区）

自閉症療育センターLink
（枚方市）

こども相談支援センターwish（高槻市）

自閉症療育センターwill
（高槻市）

子ども発達支援センター
az（住吉区）

平成28年度新規療育児募集が
始まりました!
お申し込みは当法人
HPをご確認ください。
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●スタッフのコメント

●ご本人のコメント

杉の子いいね! 新企画

当法人のご利用者には、様々な特技をお持ちの方や表現活動（絵画・詞・陶芸等）を
行っている方がたくさんおられます。そういった活動を紹介するコーナーを新設しました。
たくさんの読者に「いいいね！」「共感した！」という想いを届けたいと考えています。

猪野さんはイラストだけではなく作曲も
手がけるなど、芸術的な活動をされてい
ます。
このイラストはとても色のバランスが良
く、カラーコーディネーターの資格をお
持ちの猪野さんのセンスが活かされた作
品だと思います。

週1回さをり織教室に行かれています。
とてもカラフル!実際に織られている姿を
是非見せて頂きたいです!今後、ジョブサ
イトよどでもさをり織を活動に入れていき
たいと思っていますので、とても楽しみ
です。この作品は先日ジョブサイトよどの
秋まつりで展示させて頂きました。

3～4色をいつも自分で選
んで、規則正しく織ってい
くのがお気に入りです。
1か月半くらいかけて作り
ます。

アクトおおさかさまで半年ほどお世話に
なっております。普段は作曲やギターの
演奏をしていま
すが、イラストは
1 年ほど前から
練習するようにな
りました。

アクトおおさか　猪野俊介さん

ジョブサイトよど　横井麻弥さん

●スタッフのコメント

●保護者さまのコメント

横井麻弥さん

猪野さん自画像
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北摂杉の子会のホームページ（http://www.
suginokokai.com）では、様々な法人の活動や
情報提供をリアルタイムで掲載しております。
過去3ヶ月のホームページ更新状況をお知らせい
たします。

ホームページでは、機関誌のバックナンバーもご
覧いただけます。
ご興味のある方は『北摂杉の子会』で検索し
て、ぜひアクセスしてご覧ください!

北摂杉の子会のホームページ　更新情報
（平成27年9月～平成27年11月）

掲載ページ 内　　　　　　　　　　容

各施設のご案内

児童発達支援部公開講座 開催のお知らせ

ジョブジョイントおおさか 施設見学会のご案内　平成27年度下半期版 更新

サポートセンターPASSO 
平成28年度 新規療育児募集に関する保護者説明会のご案内・説明会参加申込

お知らせ

朝日新聞朝刊（10/27）に「ララ ショコラ/TAKATSUKI」の記事が掲載

「ララ ショコラ/TAKATSUKI」オープンをプレスリリース 配信

当法人の虐待防止に関する取り組み　Eテレ「ハートネットTV」で放映

法人自主製品店舗「ララ ショコラ/TAKATSUKI」オープンのお知らせ

児童発達支援部新聞 10月号 掲載

日本知的障害者福祉協会「さぽーと」に常務理事・松上利男の原稿掲載
児童デイサービスセンターan  「大阪市委託事業 専門療育についての説明会」開催の
お知らせ

後援会 後援会情報 更新

よどのコロッケ イベント販売&お知らせ

Café Be
ランチメニュー更新

Café Be ミュージック・ディ情報更新

法人本部が11月下旬より下記の住所に移転いたしました。
連絡先は従来と変更ございません。
今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

＊＊＊ 本部事務所移転のお知らせ ＊＊＊

□住所

変更前
高槻市城北町1丁目6-8　奥野ビル203号

⇩
変更後
高槻市城北町1丁目6-8　奥野ビル 3F

おかげさまで事務所が広くなり
ました

ご訪問の際には、受付の電話から
内線番号でご連絡ください
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（平成27年9月から平成27年11月まで）

法人本部総務部掲示板

掲示板コーナー

9月 行　　　　　　事
3日 虐待防止委員会

7日
ケアホームみやた　実地指導
経営会議

8日 レジデンスなさはら　実地指導
10・24日 運営会議
11日 医療連携推進室会議

15～18日 スーパーバイザー養成実務者研修　受入
19日 法人採用説明会（高槻商工会議所）
26日 メンタルヘルス研修（大阪研修センター）
29日 採用応募者施設見学会
30日 総務管理会議

10月 行　　　　　　事
1・2日 採用応募者施設見学会

5日 経営会議
8・22日 運営会議

9日 医療連携推進室会議
13・22日 虐待防止委員会
18日 法人採用筆記試験（高槻現代劇場　207号室）

21日 LaLa-Chocolat／TAKATSUKI 
オープニングセレモニー

23日 法人採用一次面接（法人本部会議室）
24日 メンタルヘルス研修（大阪研修センター）
27日 新入職者研修
28日 総務管理会議

11月 行　　　　　　事

4日
経営会議
法人採用二次面接（法人本部会議室）

8日

第97回理事会・第57回評議員会
（高槻市立生涯学習センター　研修室）
第１号議案　諸規程・規則類の改正の件
第２号議案　平成27年度　社会福祉法人　
北摂杉の子会　補正予算（案）の件

12日 ジョブジョイントおおさか‐たかつきブランチ　
実地指導

12・26日 運営会議
13日 医療連携推進室会議

14日

平成27年度　第3回法人研修
（高槻現代劇場　402号室）
・「レジデンスなさはらの事例について」
・ＶＴＲ「ハートネットＴＶ」上映
・「高槻市における障害者虐待防止の取り組み」
高槻市障がい福祉課 向井 貴美子氏　松本 裕之氏
・「虐待・人権侵害を起こさない施設環境とは
～良い支援環境は 良い支援者を育てる～」
京都ライフサポート協会　理事長　樋口幸雄 氏
・ グループワーク「虐待防止について」
メンタルヘルス研修（高槻現代劇場）

17～
20日 スーパーバイザー養成実務者研修　受入

21日 大阪保健医療大学 学内採用説明会 参加

25日
後援会役員会
総務管理会議

27日 奥野ビル３階へ引越し
（河辺　記）

法人採用説明会 メンタルヘルス研修
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萩 の 杜 掲 示 板

（山根　記）

ふれっと作品展 
　2015年11月に「ふれっと作品展」が開催さました。
　ふれっと作品展は萩の杜日中活動支援センターふれっとの開所時より、そ活動内容をご
家族の方に知ってもらう一環としスタート、前回からは地域の方にも見てもらえるように、
カフェＢｅに場所を変更して開催しています。
　今回の作品展は法人理念である「地域に生き」をより具体的表現した「わが地域」をテー
マに高槻の街をイメージした作品を作成、展示しました。
　たくさんの方に来ていただきありがとうございました。

作成風景
得意な作業を活かして

作品りに関わっておられます。

「ショートステイセンターぶれす」
のご利用者が、利用中に作成され
た作品も展示しまた。
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（古東　記）

ジョブサイトひむろ掲示板

ししゅうやかたとトロッコ列車の旅

忍者屋敷とブドウ狩り

ミシガン乗船琵琶湖周遊

亀岡駅からトロッコ列車に乗りました

（9～10月のレクリエーション・行事）
9月18日（金）、10月2日（金）の2回に分けて日帰り旅行に行きました。
天候にも恵まれ、秋晴れの気持ちの良い一日をゆっくりと過ごすことができました。
ご利用者の皆さんのステキな表情をご覧ください。

八ッ橋作り体験

ぶどう、おいしかったぁ

豪華なランチに大満足
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大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか

9月 行　　　　　　事

1日
大阪府障がい者自立支援協議会発達障がい児者支
援体制整備検討部会
成人ワーキンググループ

4日 大阪府内3センター現場会議

7日 ペアレント・トレーニング　インストラクター養成研修
2クール目（2日目）

9～10日 平成27年度発達障害地域支援マネージャー研修
（基礎研修）

13日 ペアレント・メンター派遣：枚方市立すぎの木園　
子育て講座

16日 コーディネーター派遣事業
泉南市　せんなん生活支援相談室にて事例検討

18日
コーディネーター派遣事業
大阪狭山市地域自立支援協議会 相談支援部会に
て基礎講座

24日
コーディネーター派遣事業
箕面市　地域活動支援センターパオみのおにて事
例検討

26日 コーディネーター派遣事業
羽曳野市　支援センターホープ5にて基礎講座

28日 大阪府障がい者自立支援協議会発達障がい児者支
援体制整備検討部会

30日 第1回　ご家族向け学習会

10月 行　　　　　　事
1日 大阪府地域支援課との調整会議
2日 泉佐野市・田尻町自立支援協議会　定例会
4日 ペアレント・メンター養成研修（応用研修）

5日 コーディネーター派遣事業
泉大津市内の相談支援事業所に対し基礎講座

8日 第2回　成人期発達障がい者地域支援ネットワーク会

16日
コーディネーター派遣事業
泉佐野市・田尻町基幹相談支援センターあいとにて
基礎講座

17日 コーディネーター派遣事業
羽曳野市　支援センターホープにて事例検討

23日 支援マニュアルについて大阪府地域支援課と打ち
合わせ

27日 コーディネーター派遣事業
富田林市内の相談支援事業所に対し基礎講座

29日 就労セミナー企画委員会

11月 行　　　　　　事

5日
法人内部研修　「ASDの心理アセスメントにおける
WAIS-Ⅲの解釈－その限界と問題」
講師：横田　裕幸氏

9日
第4回大阪府障がい者自立支援協議会発達障がい
児者支援体制整備検討部会
こどもワーキング乳幼児健診検討ワーキングチーム

11日
支援者向け公開講座

「自閉症スペクトラムの理解と対応」
講師：三国丘病院院長　河口　剛氏

13日
コーディネーター派遣事業
泉佐野市・田尻町基幹相談支援センターにて基礎
講座

17日

コーディネーター派遣事業
大阪狭山市地域自立支援協議会 相談支援部会にて
ソーシャルワーク研修
および事例検討

19日 講師派遣：島本町障害者（児）支援機関職員スキル
アップ研修

20日
講師派遣：大阪府人権協会研修
第2回大阪府発達障害団体ネットワーク

21日 TEACCHプログラム研究会大阪支部　月例会

25～27日 平成27年度発達障害地域支援マネージャー研修
（応用研修）

26日
コーディネーター派遣事業
箕面市　地域活動支援センターパオみのおにて事
例検討

（内田　記）

支援者向け公開講座 法人内部研修
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○研修相談支援室・PASSO
9月 行　　　　　　事

4日 茨木市男女共生センターローズWAM　
相談グループ公開研修

7日 いちょうの森　職員研修
８日 十三杉の子ビル合同避難訓練（火災）

11日

大阪府気づき支援人材育成事業　保育士等研修　
演習②
第3回保護者研修Bグループ
十三杉の子ビル合同AED講習会

12日 PASSOくらぶ（生き物、科学発見、料理）9名参加

18日

和泉市教育委員会　巡回コンサルテーション　
横山小学校
和泉市教育委員会　巡回コンサルテーション　
石尾中学校
はぐくみ「まなぶクラブ」講演
高槻市教育委員会　巡回コンサルテーション　
阿武野小学校

19日
PASSO施設見学会（7名）
TEACCHプログラム研究会（職員研修）

25日 豊能町教育委員会　巡回コンサルテーション　
吉川小学校

28日 第3回保護者研修Aグループ
30日 大阪市集団指導参加

10月 行　　　　　　事

1・2日 一般財団法人女性労働協会　
全国アドバイザー講習会・交流集会

1日 Link実践交流会　講義

8日 第１回就労準備プログラム～オリエンテーション～　
（９名参加）

９日 高槻市教育委員会　巡回コンサルテーション　
如是中学校

12日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）
14日 淀川区自立支援協議会相談支援部会

16日

和泉市教育委員会　巡回コンサルテーション　
北松尾幼稚園
和泉市教育委員会　巡回コンサルテーション　
富秋中学校

17日 PASSO施設見学会（８名）
19日 第4回保護者研修Aグループ

22日 第2回就労準備プログラム　実習開始　
～1月24日まで（9名参加）

23日
第4回保護者研修Bグループ
摂津市教育委員会　
特別支援教育担当職員テーマ別研修「問題行動」

30日 摂津市教育委員会　巡回コンサルテーション　
鳥飼北小学校

31日
PASSOくらぶ（生き物、科学発見）（5名参加）
放課後等デイサービス計画作成面談開始

（1月初旬まで）

11月 行　　　　　　事

6日

大阪府気づき支援人材育成事業　保育士等研修　
演習③
泉大津市教育委員会　巡回コンサルテーション
摂津市教育委員会　巡回コンサルテーション　
第2中学校
豊能町教育委員会　
特別支援教育担当職員テーマ別研修「問題行動」

11日 はるにれの里ポケット様より　見学研修1名

13日

和泉市教育委員会　巡回コンサルテーション　
横山小学校
和泉市教育委員会　巡回コンサルテーション　
石尾中学校
高槻市教育委員会　巡回コンサルテーション　
城南中学校
高槻市立第8中学校　校内研修

14日 法人研修
16日 岸和田市障害者自立支援協議会PRイベント
18日 本部による事業所チェック

20日

大阪府気づき支援人材育成事業　
幼稚園教諭等研修　演習③
高槻市教育委員会　巡回コンサルテーション　
如是中学校
摂津市教育委員会　巡回コンサルテーション　
鳥飼西小学校

21日
PASSOくらぶ（料理くらぶ）　（4名参加）
TEACCHプログラム研究会（職員研修）

27日 大阪市公開講座（PASSO保護者　実践発表）
（大澤　記）

研修相談支援室・サポートセンターPASSO
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○自閉症療育センターwill
9月 行　　　　　　事

4日

第４回保護者研修Aグループ
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
第４回研修講座
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
施設見学会

7日 大阪府委託事業　ペアレントトレーニング
10日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導

11日

第４回保護者研修Ｂグループ
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
第４回研修講座
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
施設見学会

14日
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導
大阪府委託事業　ペアレントトレーニング

18日
第４回実践交流会
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導

19日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）
24日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導

29日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
圏域連絡会議

10月 行　　　　　　事

5日

大阪府委託事業　ペアレントトレーニング
第５回保護者研修Aグループ
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
第５回研修講座

9日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
施設見学会

16日

第５回保護者研修Ｂグループ
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
第５回研修講座
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
施設見学会

19日 大阪府委託事業　ペアレントトレーニング
20日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導
20～
30日

児童発達支援計画・放課後等デイサービス計画作
成面談

29日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導

11月 行　　　　　　事
2日 大阪府委託事業　ペアレントトレーニング

6日

第６回保護者研修Aグループ
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
第６回研修講座
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
施設見学会

9日 大阪府委託事業　ペアレントトレーニング

13日

第６回保護者研修Ｂグループ
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
第６回研修講座
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
施設見学会

14日 法人研修
16日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導

21日
TEACCHプログラム研究会（職員研修）
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導

24日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回指導

○児童デイサービスセンターan
9月 行　　　　　　事
4日 淀川区自立支援協議会　子ども部会
8日 第４回保護者研修Ａグループ

14日 淀川区発達障がい児子育て支援事業　
ピアカウンセリング

18日 第４回保護者研修Ｂグループ
19日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）

25日 淀川区発達障がい児子育て支援事業　
ピアカウンセリング

10月 行　　　　　　事

2日
第５回保護者研修Ｂグループ
淀川区自立支援協議会　子ども部会

13日 第５回保護者研修Ａグループ
15日 療育事業説明会

15～31日 児童発達支援計画・放課後等デイサービス計画作
成面談開始

23日 第3回保護者研修Ｂグループ
（7月に天候不良のため延期となった回の振替）

30日 淀川区発達障がい児子育て支援事業　座談会

11月 行　　　　　　事

6日
淀川区自立支援協議会　子ども部会
淀川区発達障がい児子育て支援事業　
ピアカウンセリング

13日 淀川区発達障がい児子育て支援事業　座談会
14日 法人研修
21日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）

27日
平成27年度公開講座
淀川区発達障がい児子育て支援事業　
ピアカウンセリング

30日 淀川区発達障がい児子育て支援事業　
ピアカウンセリング
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○自閉症療育センターLink　
9月 行　　　　　　事

3日
第３回実践交流会
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
巡回支援

4日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
巡回支援

7・8・
10日 インターン学生受け入れ

8日

大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援
第４回保護者研修Aグループ
大阪府委託事業　ペアレントトレーニング
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援

10日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援
11日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

17日

第４回保護者研修Bグループ
大阪府委託事業　ペアレントトレーニング
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

19日
療育事業説明会
TEACCHプログラム研究会（職員研修）

24日
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
第２回圏域交流会
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

25日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援
28日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援
29日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援

10月 行　　　　　　事

1日
第４回実践交流会
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援

8～21日 児童発達支援計画・放課後等デイサービス計画作
成面談

8日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援
12日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）

15日
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援
大阪府委託事業　ペアレントトレーニング

16日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援
17日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

19日
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援
第5回保護者研修Bグループ

22日 大阪府障がい児通所支援事業育成事業　
第３回研修講座

27日
大阪府委託事業　ペアレントトレーニング
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

29日

第5回保護者研修Aグループ
大阪府委託事業　ペアレントトレーニング
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

30日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

11月 行　　　　　　事
4日 ダイドードリンコさん療育見学

5日 大阪府障がい通所支援事業育成事業　
第３回圏域交流会

9日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援
10日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援

12日
第6回保護者研修Aグループ
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援

13日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　
巡回支援

14日 法人研修
16日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援
17日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

19日
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　来訪支援
第6回保護者研修Bグループ
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

21日
療育事業説明会
TEACCHプログラム研究会（職員研修）
大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

28日 大阪府障がい児通所支援事業所育成事業　巡回支援

○こども発達支援センターaz
9月 行　　　　　　事

3～14日 インターン学生受け入れ
7日 第4回保護者研修
8日 オアシス座談会よりaz見学

19日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）
25日 大阪市ケース会議

10月 行　　　　　　事
12日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）
19日 第5回保護者研修

11月 行　　　　　　事

9～16日 児童発達支援計画・放課後等デイサービス計画作
成面談

21日 TEACCHプログラム研究会（職員研修）
30日 第6回保護者研修会

（谷岡　記）
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9月 行　　　　　　事
3・9・

16・28・
30日

余暇プログラム　散歩

4日
堀内スーパーバイザーによる職員研修　　
余暇プログラム　プール/ドライブ
十三中学校コロッケ外販

8日 余暇プログラム　エアロビクス
9・18・

25・
30日

余暇プログラム　ドライブ

10日 歯科検診
11日 情報センター　コロッケ外販

12・13日 星槎国際高校　コロッケ予約販売
18日 十三中学校コロッケ外販
24日 余暇プログラム　プール/お茶会

25日
フレンドリーアクション・サッカー参加
余暇プログラム　プール
指導センター　コロッケ外販

29日 余暇プログラム　エアロビクス

10月 行　　　　　　事
1・10日 余暇プログラム　外食

2・5・
9・16・

19・23・
26・

28日

余暇プログラム　ドライブ

ジョブサイトよど掲示板

6日 職員研修
8日 歯科検診

10日 余暇プログラム　外食
11日 情報センター　コロッケ外販
13日 余暇プログラム　エアロビクス
15日 レントゲン

20日
堀内スーパーバイザーによる家族会勉強会
お誕生日外出

21日 フレンドリーアクション・サッカー参加
余暇プログラム　編み物

22日 余暇プログラム　プール/お茶会
27日 余暇プログラム　エアロビクス
29日 防災訓練（地震）

11月 行　　　　　　事
1・6・

9・13・
16・20・

25日

余暇プログラム　ドライブ/散歩

4日 余暇プログラム　図書館
6日 十三中学校コロッケ外販

13日 情報センター　コロッケ外販
17日 エアロビクス

18日 職員衛生研修　　　　　　　　
余暇プログラム　編み物

19日 余暇プログラム　プール
20日 十三中学校コロッケ外販
28日 杉の子秋まつり

（久保　記）

❖ 杉の子秋まつりの様子 ❖

販売

サッカー プール よさこい

エアロビクス ピンボール

▪ 余暇プログラム ▪
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ぷれいすBe掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
４日 避難訓練を実施

７日 大阪総合福祉専門学校より実習生1名を受入（～10/7まで）
大和大学より実習生1名を受入（～9/11まで）

１２日 土曜開所を実施
１３日 高槻カトリック教会にてガレット販売

１４日
大阪大学よりインターンシップとして学生1名を受入（～9/18まで）
社会福祉法人足羽福祉会より現場実習として職員1名を受入（～9/16まで）

１６日 大阪府立大学より実習生2名を受入
２６日 土曜開所を実施
２８日 内部研修　テーマ「福祉制度について」
２９日 公益財団法人真柄福祉財団より現場実習として職員2名を受入（～9/30まで）

見学：2件4名

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
１日 公益財団法人日本知的障害者福祉協会より実習生1名を受入（～10/31まで）

１０日 カフェコンサートを開催（出演：THE BEATLE SKETCHよっちん。様　来客87名）
１７日 土曜開所を実施

１９日
ご利用者の内科健診を実施
内部研修　テーマ「感染症対策」

２５日 高槻カトリック教会にてガレットの販売

２６日
ご利用者の内科健診を実施
公益財団法人真柄福祉財団より現場実習として職員2名を受入

見学：3件25名

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
１１日 藍野大学より実習生2名を受入

１６日 ご利用者へのインフルエンザ予防接種を実施（希望者のみ）。
内部研修　テーマ「自己覚知」

２５日 高槻第二中学校より職業体験して生徒2名を受入（～11/26まで）
２８日 土曜開所を実施

見学：4件11名
（下　記）

♬♪ カフェコンサート ♬♪
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♥♦ 外出活動 ♠♣

▪▪ 土曜開所 ▪▪

� 花博 �

摂津峡

ボーリング♬♪ カラオケ ♬♪

能勢温泉

外食 焼肉

京都水族館

若園公園

伊丹スカイパーク
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ジョブジョイントおおさか-たかつきブランチ-掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
5日 土曜開所・JJOBの会
7日 事業所見学会（高槻）
8日 防災訓練（十三）
9日 健康診断（十三）

14日 事業所見学会（十三）
19日 土曜開所・家族ミーティング
24日 健康診断（高槻）
25日 社会見学（ダスキン）

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
 5日 事業所見学会（高槻）
6日 面接会直前セミナー

10日 土曜開所
13～23日 個別懇談期間

19日 事業所見学会（十三）
24日 土曜開所・JJOBの会
30日 社会見学（象印）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
9日 事業所見学会（高槻）

13日 会社見学会（クボタワークス）
16日 事業所見学会（十三）
20日 おもしろ専門講座（資生堂）
28日 土曜開所・JJOBの会・家族ミーティング
30日 社会見学（造幣局）

（山田　記）

おもしろ専門講座
（資生堂のビューティー講座）

ライフスキル倶楽部（講座）
（アイロン・ボタン付け）
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萩の杜家族会掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
24日 家族会会長懇談会
27日 カトリック高槻教会にて花販売
28日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換会）

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
7日 杉の子農園収穫祭（写真は豚汁と焼き芋の風景）

11日
イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
奥坂コミセンバザーに出店

19日 安全対策委員会

25日

臨時総会
  ・ 家族会・互助会の発足
  ・ ジョブサイトひむろ移転に伴う法人への寄付
  ・ 会則変更
　　全議題を承認
定例会
  ・ 施設長からの報告
  ・ 山根副施設長よりアセスメント作成についての説明
  ・ 安全対策委員会報告
  ・ 各部会報告

26日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換会）
28日 広報グループ、機関紙発送協力

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
12日 母親親睦会
22日 カトリック高槻教会にて花販売
25日 家族会会長懇談会
30日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換会）

（大橋一予　記）

杉の子農園収穫祭
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ジョブサイトひむろ家族会掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

15日

第2回定例会（高槻現代劇場206号）
　出席者　会員47名、欠席13名
　来賓　沖本副理事長、平野地域生活支援部長、森田施設長
・ 法人より現状報告　沖本副理事長
・ ジョブサイトひむろより報告　森田施設長、柴本さん
・ 地域生活支援部より報告　平野地域生活支援部長
・ チョコレート事業進捗状況について　森田施設長
・ 高槻ふれあいバザーについて

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
　７日 杉の子農園収穫祭
１３日 第３回役員会（本部会議室）
１６日 高槻ふれあいバザー前日準備（役員、会員、森田施設長）

１７日 高槻ふれあいバザー　
（市役所前　役員、会員、平野地域生活支援部長、森田施設長）

１９日 「LaLa-chocolat/TAKATSUKI」店舗プレオープン
２１日 「LaLa-chocolat/TAKATSUKI」店舗オープン
２８日 広報委員会　機関紙６３号発送（事務局員）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
　８日 北摂杉の子会評議員会（東会長出席）
１１日 第４回役員会（本部会議室）
１６日 クリスマスプレゼント手配（事務局役員）
２５日 家族会会長懇談会・後援会臨時役員会（東会長出席）

（加藤　記）
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ジョブサイトよど&ジョブジョイントおおさか家族会掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
７日 役員会開催。１００円喫茶実施
８日 オアシスの座談会にて１００円喫茶実施

１１日 オアシス役員会で１００円喫茶実施
１８日 松上常務理事を迎えて勉強会（オアシスと共催）１００円喫茶実施

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
５日 オアシス役員会・家族会役員会で１００円喫茶実施

１９日 大阪市発達障害支援センター所長井上芳子氏を迎えて（オアシスと共催）
　大阪市の状況・就労について勉強会　１００円喫茶実施

２０日 １０月定例会を実施（２６名参加）１００円喫茶実施

２８日 こころとキャリアの発達支援推進機構 横田裕幸氏を招いて（オアシスと共催）
ひきこもり不登校の支援について勉強会。

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
２日 オアシス役員会・家族会役員会で１００円喫茶実施
９日 十三地域役員の皆さまに挨拶まわり（会長）

１０日 ジョブサイトよど勉強会で１００円喫茶実施
２０日 大阪府発達障害団体ネットワーク会参加（会長、役員）
２５日 法人後援会役員会に出席（会長）
２８日 杉の子秋まつりへの支援

（福田　記）

横田先生の勉強会 杉の子秋まつりバザー
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ぷれいすBe家族会掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

10日

役員会（ぷれいすBe会議室）出席者：9名（施設長を含む）
・ 父親の会（8月29日開催）の報告
・定例会の準備（｢定例会開催のお知らせ｣他書類•資料の確定•役割分担など）
・ 機関誌「掲示板」原稿
コーラスグループ「コールつばさ」練習会（今城塚公民館）

18日 参観＆ランチ（第三回）　担当役員（西郷）　参加者7名
28日 新規契約者の家族との面談（出席者：厚東）

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日 コーラスグループ「コールつばさ」練習会（今城塚公民館）

8日

「第四回杉の子農園収穫祭」に4名の会員の参加
役員会（ぷれいすBe会議室）出席者：9名（施設長を含む）
・ 参観＆ランチ（第三回）の報告
・ 定例会の準備（資料の決定•印刷•配布•役割分担等）
・ 第四回杉の子農園収穫祭の報告
・「Beどうし」原稿の確認（担当：山田・大屋）

11日

定例会（カフェBe）10時より12時まで
参加者：31家族（35名）
報告と質疑応答
・ 司会進行（大門）
・ 上半期の活動報告（厚東）収支報告（北川）
・ 下半期の活動計画（厚東）
・ 木戸貴之　ぷれいすBeリスクマネジメント委員会委員長
　「ひやりはっとに関する年次報告」　
・ 中村節史理事長「社会福祉法人北摂杉の子会より」
・ 松上利男常務理事「福祉行政の現状とこれから」
・ 下施設長「ぷれいすBeのARごとの活動報告」
・ 利用者の保険加入について（資料配布：厚東）
・ 会終了後｢定例会のお礼｣を全会員に配布

21日 ｢ララ ショコラ/TAKATSUKI｣開店イベントへの参加
29日 コーラスグループ「コールつばさ」練習会（今城塚公民館）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
5日 コーラスグループ「コールつばさ」練習会（今城塚公民館）
8日 北摂杉の子会理事•評議会（出席者：厚東）

11日 新規契約者の家族との面談（出席者：厚東）

12日

役員会（ぷれいすBe会議室）出席者：10名（施設長を含む）
・「ショートステイ懇談会」の案内文書の確定と配布
・「第9回父親の会」案内文書の確定と配布
・「ララ　ショコラ/TAKATSUKI」開店イベントへの協賛費用
コーラスグループ「コールつばさ」練習会（今城塚公民館）

17日 参観＆ランチ（第四回）担当役員：山田•大屋•大門、参加者：7名
25日 家族会会長懇談会・北摂杉の子会後援会•臨時役員会（出席者：厚東）
26日 コーラスグループ「コールつばさ」練習会（今城塚公民館）

30日 ショート事業との懇談会（ぷれいすBeショートステイの部屋）　
担当役員：大屋•大門　参加者：12名

（厚東　記）
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自閉症スペクトラム児・者を支援する親の会 オアシス掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

８日 谷岡とし子先生を囲んでの座談会（長居障がい者スポーツセンター）
終了後「こども発達支援センターaz」の見学

１１日 ９月度役員会
１６日 Bonワークス西宮見学会

１８日 勉強会（ジョブサイトよど＆ジョブジョイントおおさか家族会との共催）
講師：松上利男 常務理事「発達障害に特化した福祉サービスについて」

１９日 おやじの会（大阪自閉症協会との共催）「成年後見制度について」
２０日 親子交流会　「インスタントラーメン発明記念館見学とマイカップヌードル作り」

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
４日 ペアレントメンター応用研修 参加
５日 １０月度役員会

１４日 ホットメールなにわ（会長、相談役出席）

１９日
勉強会（ジョブサイトよど＆ジョブジョイントおおさか家族会との共催）
講師：大阪市発達障がい者支援センターエルム大阪所長 井上芳子 先生
        「大阪市の状況について」

２１日 「LaLa- chocolat/TAKATSUKI」オープンイベント参加 （会長）
２３日 オアシスサロン

２８日

勉強会（ジョブサイトよど＆ジョブジョイントおおさか家族会との共催）
講師：一般社団法人こころとキャリアの発達支援推進機構・ＰＲＩＳＭ
　　  代表理事 横田裕幸氏　
　　  「発達障害　不登校、引きこもり、就職就労困難について」

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
２日 １１月度役員会

１７日 実践報告会（スーパーバイザー 谷岡とし子先生）
「我が子と二人三脚　学校・地域と共に生きることを目指して」

２０日 大阪府発達障害団体ネットワーク会（会長、副会長出席）
２８日 すぎの子秋祭り売り子体験

（坂地　記）
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社会福祉法人「北摂杉の子会」後援会の趣旨に賛同され、ご支援して
下さる方々の寄付及び後援会への入会をお願い申し上げます。寄付金
と後援会費は法人を支援するための資金とさせていただきます。
お振込みは右記口座まで。皆様のご支援とご協力をよろしくお願い致
します。

寄付と後援会入会のお願い
記

１．寄付金（注）	
２．個人会員	 年間－口	 2,000円
３．団体会員	 年間－口	 10,000円

郵便振込口座北摂杉の子会
00920-8-90859

（注）任意団体である後援会の領収書では確定申告の際に寄付金控除を受けることは出来ませんので、
寄付金控除の出来る領収書をご希望の方は法人の下記口座にお振込み願います。

銀行名：三菱東京UFJ銀行 支店名 高槻支店　口座名：社会福祉法人北摂杉の子会 理事 中村節史
口座番号：5085555

北摂杉の子会 後援会掲示板

　本会の活動に対して萩の杜、ジョブサイトひむろ、ジョ
ブサイトよど＆ジョブジョイントおおさか家族会、ぷれいす
Beの家族会の皆様を含めて多くの方々にご支援をいた
だき、まことにありがとうございます。今後ともより一層の
ご協力をよろしくお願い申し上げます

＜会員数の推移＞
 9月	 個人会員：458名、団体会員：20団体　
	 　　合計：478名／団体　寄付：1件
10月	 個人会員：458名、団体会員：20団体　
	 　　合計：478名／団体　寄付：なし
11月	 個人会員：463名、団体会員：23団体　
	 　　合計：486名／団体　寄付：12件

（2015年11月末までの新規会員）
　個人会員：19名、団体会員：3団体　合計：22名／団体

＜報告事項＞
1）今年度の11月末までに21件、311,000円の寄付、

974,000円の会費、合わせて1,285,000円の資金を頂き
ました。ご協力ありがとうございます

2）2015年11月25日（水）に臨時役員会を開催
	 ・2015年8月～2015年10月までの経過報告
　  個人会員：458名、団体会員：20団体、②寄付：9件、

　③資金：約96.3万円
		   （会費納入率は個人：48％、団体：40％）
	 ・団体会員の方々への会費納入のお願い、納入方法	

　などについて協議
	 ・積水化学住宅紹介制度の案内について機関誌1月

　号に同封して発送する。
	 ・機関誌の内容についての意見交換。

（棚山　記）
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□法人へのご寄附に感謝いたします。（平成27年9月1日～平成27年11月30日）
中村節史　蛭　豊　植松芳哲　村井尚子　棚山薫晴　小川敏夫　池信秀明　関口京子　近藤　勝　法橋　明

□後援会入会と会費納入（平成27年7月24日～平成27年11月25日）
南　昌子　南　浩聡　南　俊一郎　南　直美　南  雄太　池田洋子　矢橋寿樹　矢橋耕助　矢橋ひとみ　矢橋　茜　
矢橋おとね　加納重幸　加納正博　山田健一　四方あかね　長尾あかり　長尾あゆみ　長尾京子　長尾幸英　
笠間杏奈　長尾智久　有川洋太郎　有川由子　有川光洋　有川輝久　有川航平　有川智美　中村淑子　坂口　誠　
川口富貴子　藤田晴美　池田美保子　中川まどか　神峯山寺　蘆田康子　中西君枝　田子森幸子　川田紀久夫　
増田桂子　真鍋宣子　本田千秋　高宮郁子　新谷　敦　入江誠司　篤田晴子　丸山繁一　本田成美　鈴木都美　
新川　彰　向井満子　亀田三恵子  弁護士 川島志保　高槻市精神障害者家族連絡協議会 高槻さつき会 小寺雅子
医療法人光愛会 理事長 有本進 　北村久美子　小野明子　木下光代　
社会福祉法人 高槻ライフケア協会 理事 川浪スヱ子
高齢者・障害者自立支援センター　特定非営利活動法人 あい・すまいる淀川　
田口道代　本田英世　本田賀子　本田　聡　本田宏美　本田俊之　本田利秋　山口　博　山口秀子　村井尚子　
加茂明男　圓佛誠一郎　西坂徹雄　株式会社東テスティパル　小林美代子　増田　博　中西邦夫　長嶺真佐子　
野口健司　奥　昌子　藤井弘子　朝倉千涼　村山宣明　村山靖子　伊丹産業株式会社　田口恒子　岩成由佳子　
田口勝重　田口恵美子　福田江里子　松上文子　田村和子　山下隆司　匿名希望

□後援会への寄付（平成27年8月28日～平成27年11月21日）
矢橋寿樹　中川まどか　新川　淳　八木 一郎　真鍋宣子　長良恭行　棚山薫晴　村井尚子
エムズエンジニアリング株式会社　笠原隆之助　宮本東雨　朝倉千涼　津田敬子

□家族会へのご寄附に感謝いたします。（平成27年9月1日～平成27年11月30日）
植松芳哲　本田英世　秋山三智　田口容子

□物品のご提供に感謝いたします。（平成27年9月1日～平成27年11月30日）
不二園芸　赤尾浩子　神田由美子　有限会社 和真　日本財団　千里ハウジング株式会社　ひでとら　熊田裕子　
本田文江　小堀

□ボランティアに感謝いたします。（平成27年9月1日～平成27年11月30日）
坂井恵美子　丸　和子　佐々木映世　今村美佐代　平原悦子

（敬称略　順不同）

～ 皆様の温かいご支援に感謝いたします ～

発行人　社会福祉法人 北摂杉の子会
　　　　理事長　中村 節史
発行所　北摂杉の子会
住　所　大阪府高槻市大字萩谷14番地1
発行日　2016年 1月10日

定価100円
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□ 社会福祉法人北摂杉の子会 法人本部事務所
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8 奥野ビル3F
	 TEL （072）662-8133  FAX （072）662-8155
	 ［E-mail］ info@suginokokai.com
	 ［URL］ http://www.suginokokai.com

□ 知的障害者生活施設 萩の杜 （施設入所支援・生活介護）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL （072）699-0099　FAX （072）699-0130
 	［E-mail］ haginomori@suginokokai.com

□ 萩の杜ショートステイセンター ぶれす
	 （短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL （072）699-0844　FAX （072）699-0130
 	［E-mail］ breath@suginokokai.com

□ グループホーム とんだ （共同生活援助）
	 〒569-0814 高槻市富田町5-13-14 101号室

□ グループホーム みやた （共同生活援助）
	 〒569-1142 高槻市宮田町3-4-1 105号室

□ レジデンスなさはら （共同生活援助）
	 〒569-1041 高槻市奈佐原3丁目15番1号

□ ジョブサイトひむろ
	 （生活介護・就労移行支援・就労継続支援B型）
	 〒569-1141 高槻市氷室町1丁目14-27
	 TEL （072）697-2234　FAX （072）697-2222
	 ［E-mail］ himuro@suginokokai.com

□ 高槻地域生活総合支援センター ぷれいすBe
	 （生活介護・就労継続支援Ｂ型・短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL （072）681-4700　FAX （072）681-4900
	 ［E-mail］ placebe@suginokokai.com
	 〈短期入所〉 TEL （072）681-4720

■ 生活支援センター あんだんて
	 （指定特定相談支援・指定一般相談支援事業）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL （072）681-4755　FAX （072）681-4900
	 ［E-mail］ andante@suginokokai.com

■ 大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか
	 （発達障害者支援センター事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL （06）6100-3003　FAX （06）6100-3004
	 ［E-mail］ act-osaka@suginokokai.com
	 ［URL］ http://homepage3.nifty.com/actosaka/

□ 研修相談支援室
	 （法人独自の公益事業〈検査・相談・研修・本人支援・講師派遣〉）

□ サポートセンターPASSO
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL&FAX （06）4862-5454
	 ［E-mail］ passo@suginokokai.com
	 ［URL］ http://oasc.jp

□ 児童デイサービスセンター an 
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL （06）6838-8990　FAX （06）6838-7015
	 ［E-mail］ an@suginokokai.com 
	 ［URL］ http://oasc.jp

□ 自閉症療育センター will 
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒569-0077 高槻市野見町3-14 第2高谷ビル2F
	 TEL （072）662-0100　FAX （072）662-0056
 	［E-mail］ will@suginokokai.com

■ こども相談支援センター wish
	 （指定特定相談支援・指定障害児相談支援事業）
	 〒569-0077 高槻市野見町3-14 第2高谷ビル2F
	 TEL （072）605-1140　FAX （072）662-0056
	 ［E-mail］ wish@suginokokai.com

□ 自閉症療育センター Link
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒573-0032 枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル3F
	 TEL （072）841-2411　FAX （072）841-2412
	 ［E-mail］ link@suginokokai.com

□ こども発達支援センター az
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒558-0003 大阪市住吉区長居2丁目4-1 サンテ長居1F
	 TEL （06）6654-8777　FAX （06）6654-8780

□ ジョブサイトよど （生活介護・就労継続支援B型）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL （06）6838-7007　FAX （06）6838-7015
	 ［E-mail］ yodo@suginokokai.com

□ ジョブジョイントおおさか
	 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL （06）6100-0150　FAX （06）6309-3007
	 ［E-mail］ jj@suginokokai.com

□ ジョブジョイントおおさか たかつきブランチ
	 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒569-0072 高槻市京口町9番3号 関西産業ビル4F
	 TEL （072）668-1123　FAX （072）668-1165
	 ［E-mail］ jj@suginokokai.com

□法人自主製品店舗
	 よどのコロッケ
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目10番10号
	 TEL （06）6306-4096
	 営業時間：11：00〜18：30（土・日・祝定休）
	 ※14：00〜15：00 休憩
	 「LaLa-chocolat（ララ ショコラ） /TAKATSUKI」
	 就労継続支援Ｂ型
	 〒569-0091 高槻市城北町2丁目13番2号
	 TEL （072）668-5055　FAX （072）668-5081
	 営業時間：10：00〜19：00（日・祝休み）

※■は行政よりの委託事業

施設住所一覧


